
相談内容

人間関係

4.8%
暮らし

0.4%

からだ

1.7%
こころ
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生き方

6.1%

家族関係

29.0%

パートナー関係
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決算書掲載頁　P135

内
訳

人が自尊意識をもち、自らの人権を守りながら自立した生活をおくることができること。

現在は、長期化する相談者によって特に支障があるわけではないが、今後影響があるようであれば、回数制限などを検
討したい。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

男女の人権が尊重される社会をつくる男女共同参画
共生共感都市

施
策
の
大
綱

市民生活部人権推進室

事業： 男女共同参画人権擁護事業 0021
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03第2章
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施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

利用度が高く、相談者の問題解決に非常に貢献している。

A

相談枠は常に埋まる状態であり、また、
相談者の問題解決に役立っている。

A

A

B

目

標

男女共同参画センターで実施している女性相談を周知し、相談枠の充足を図る。
河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害者等支援連絡会議の代表者・実務者の連携強化と研修会実施による被害
者支援の充実を図る。
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源
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事業費 633

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
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報
・
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所管課

社会や家庭の中で、精神的・経済的に弱者となっている女性の支援をすることで、女性の自立を促すこと。
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細事業：男女共同参画人権擁護支援事業 01事業
優先順位
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事業費 総コスト

人件費
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源
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訳

平成24年度 比　較 平成24年度 比　較

目
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価
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職員数

再任用職員数

1

委託 平成14年度 男女共同参画社会基本法・配偶者暴力防止法・河内長野市男女共同参画推
進条例

主に成人女性である河内長野市民約50,000人

現在は、長期化する相談者によって特に支障があるわけではないが、今後影響があるようであれば、回数制限などを検
討。
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・男女共同参画センターで実施している女性相談を周知し、相談枠の充足を図る。
・河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害者等支援連絡会議の代表者・実務者の連携強化と研修会実施による被害
者支援の充実を図る。
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事業：男女共同参画人権擁護事業                    

 

人が自尊意識をもち、自らの人権を護りながら自立した生活をおくることができることをめざし、相談事業を実

施した。また、配偶者からの暴力の被害者に対する支援のために「河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害

者等支援連絡会議」を開催した。 

 

細事業：男女共同参画人権擁護支援事業                

１．女性のための相談事業 

女性が自らの安全と生活を守りながら自尊意識をもって自立できるよう支援するため、女性問題解決の視点を

もつ女性カウンセラーに委託し、男女共同参画センターにおいて面接相談を実施した。 

相 談 日  第２水曜日 午後１時～４時 

第３土曜日 午前９時３０分～１１時３０分 

第４水曜日 午前１０時～正午、午後１時～３時 

相談件数  ９４件    

主な相談内容 配偶者からの暴力、生き方、家族関係など 

相談内容

人間関係

4.8%
暮らし

0.4%

からだ

1.7%
こころ

4.8%

生き方

6.1%

家族関係

29.0%

パートナー関係

53.2%

 

 

２．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）防止対策事業 

配偶者からの暴力に係る通報、相談、保護、自立支援などの体制を整備することにより、男女平等の妨げにな

っている配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護を図る。 

 

(１) 河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害者等支援連絡会議の代表者及び実務者合同会議を開催し、

ＤＶ被害者の実態及び支援と今後の課題などに関する情報交換を行った。その後、大阪府女性相談センター相

談支援総括主査から講義を受けた。 

日 時：８月２３日（木）１４時～１５時３０分 

講 義：「一時保護の現状」 

講 師：大阪府女性相談センター相談支援総括主査 岡本 幸代 

 

(２)  河内長野市ドメスティック・バイオレンス被害者等支援連絡会議構成員を対象に研修会を開催した。 

日 時：１１月２日（金）１３時３０分～１５時 

内 容：「加害者の感情と向き合う」 

講 師：京都橘大学健康科学部心理学科・カウンセリングオフィス天満橋代表 

       臨床心理士  濱田 智崇 


